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1.はじめに 
  本システムは，入力した日程，都市，目的地等の条

件から，航空券や滞在先の候補を出力し，その滞在先と

目的地から目的地までの移動手段を含めた旅行の行程を

作成し，出力するものである． 現在，個人旅行の手配は

オンライン旅行サイトを使って自身で手配する人が増加

している（図 1）[1]．しかし，海外旅行においては自身

での手配は敬遠されている傾向がある(図 2)[2]．その理

由の一つは現地での土地勘がないことや移動手段を調べ

ることが難しいことから,海外旅行に不安を抱いている人

が多いことであると考えている（図 3）[3]．旅行を個人

で手配する際の参考にしてもらうことで，手配が簡略化

され，より多くの人に気軽に旅行を楽しんでもらう為

に，旅行の行程を自動的に作成するシステムを提案す

る。 

 

 

 

 
図 1:旅行の取扱額とオンライン販売比率[1] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2:旅行の予約方法[2] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3：海外旅行で不安に思うこと〔3〕 

 

2.提案システムの概要 
 2.1 ユーザーの入力項目 

 

  ユーザーは 

⑴出発地⑵目的国⑶目的都市⑷目的場所 

⑸飛行機予算⑹ホテル予算⑺日程⑻参加人数 

⑼行動可能時間 

を入力する． 

 

 2.2 システムの仮定 

 

  ・航空券は既存のオンライン旅行サイトのシステム

を利用できると仮定する． 

  ・目的場所，目的地の平均滞在時間，ホテル等はデ
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ータベースがあると仮定する． 

・目的地への移動手段，所要時間はグーグルマップ

に表示されているものを利用できると仮定する． 

   ・入力日数ですべての目的地を回れない場合，実現

不可と出力する． 

  ・初日と最終日を除く中日のみを行動可能日とする． 

・移動手段はすべて公共交通機関を利用するものと

する． 

 
2.3 システムのフローチャート 

 

 
図 4:システムのフローチャート 

 

 2.4 ホテルの候補選出アルゴリズム 

 

  （ⅰ）一つの目的地から他のすべての目的地まで 

      の距離の総和をその目的地の数値とする． 

（ⅱ）各目的地の数値を比較し，その中で最小値 

を中心とする． 

   （ⅲ）グーグルマップで中心周辺のホテルを入力条

件から絞り込み，出力する． 

 

2.5 行動行程の決定アルゴリズム 

 

  〔初日〕 

空港～ホテルまでの移動方法，所要時間を検

索し出力する．（空港出発時間は，航空機の

到着予定時刻の一時間後とする．） 

 

  〔最終日〕 

ホテル～空港までの移動方法，所要時間を検

索し出力する．（航空機の離陸予定時間の二

時間半前に空港に到着するようにする．） 

 

  〔中日〕 

    ➀各目的地の平均滞在時間を検索． 

    ②ホテルから各目的地までの所要時間を検索し 

     その目的地の数値とする． 

    ③各目的地の数値を比較し未確定の最大値の 

目的地をその日の最初の目的地として設定． 

    ④目的地到着時刻+平均滞在時間を計算する． 

⑤計算結果の時間から時間内にホテルに 

帰宅できるかを検証． 

・成功→その日の最初の目的地確定． 

（⑥へ進む．） 

・失敗→実現不可と出力して終了． 

（ユーザーの入力条件変更を促す） 

⑥現在地から未確定の他の目的地への 

所要時間を検索． 

    

     ⑦所要時間の最小の目的地を次の目的地 

     に設定． 

    ⑧目的地到着時刻+平均滞在時間を計算する． 

    ⑨計算結果の時間から時間内にホテルに 

帰宅できるかを検証． 

・成功→次の目的地確定．（⑥へ戻る．） 

・失敗→現時点で最後に確定した目的地から 

     次に近い目的地を設定．（⑧へ戻る） 

再検証の目的地候補が無くなった場合 

（⑩へ進む） 

    ⑩最後に確定した目的地からすでに検索済みの 

帰宅方法でホテルまで帰宅し，その日の 

行程確定．（次の日へ→③へ戻る） 

・すべての目的地を回り次第終了． 

最終日前日までにすべての目的地を 

回り切れない場合，実現不可と出力 

して終了． 

 （ユーザーの入力条件変更を促す） 

 

 2.6 評価 

 

 最初に設定した目的地から，近い目的地を次々に探

索することで効率の良い行程が作成できると考え

た。また、確定した目的地から，すべての未確定の

目的地を検証する理由は，ホテルに帰宅する方面で

寄り道が出来る可能性があるためである．しかし，

目的地の配置場所によっては非効率な行程表を作成

し兼ねない為，引き続き研究が必要である．また，

本システムを実現するにあり，昼食の時間の設定，

初日や最終日のフライト時間に応じた行程設計，複

数ホテル宿泊の場合の探索方法などの課題が残って

いる．実現に向けてこれらを考えていくことが，今

後の研究課題である．  

 

 

 

参考文献 
 〔1〕“【SPEEDA 総研】旅行市場と代理店の行方” 

NewsPicks，https://newspicks.com/news/2369387/body/ 
（参照 2020-1-7） 
 

〔2〕”オンライン旅行取引サービスの動向整理” 

三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング 
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_policy/policy_
coordination/internet_committee/pdf/adjustments_index_8_161
017_0002.pdf（参照 2020-1-7） 
 
  〔3〕“ 旅先・出張先で困ったことは?2 位は 

持ち物紛失,1 位は●●が長すぎる“マイナビニュース 

https://news.mynavi.jp/article/20130313-a182/（参照 2020-

1-7） 

 

Copyright     2020 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.1-238

情報処理学会第82回全国大会


